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緒 言

初版出版からの3年間に多くの人に読んでもらえたので、水性には多くの複雑な現
象が本来的にあり、溶剤型からの類推ではなく水性は水性として基礎から学ぶ必要の
あることは認識して頂けたと思う。文献などの新知識は簡単にインターネットでも検
索できるが、それをクイズの答えに終わらせることなくその価値を評価し活用するた
めには、そこで起こりうる基礎現象を正確に理解していることが必須である。コーテ
ィング用水性樹脂に関する古今東西の知見が漏れることなく整理整頓されているこの
ガイドブックの活用こそがそこに至る最良の近道である。
初版後の3年間で進歩したことはそう多くはないが、重要なところで進歩が認めら

れる。1つ目は水に影響されることなく精密な合成ができるリビングラジカル重合の
活用が始まったことでナノ世界のコントロールが始まっていること、2つ目は水潜在
性動的共有結合あるいは水素結合等の水がかかわる反応性や付着性に斬新な知見が加
わりつつあること、3つ目は有機系で先行しているナノ顔料の利用が水性系でも急速
に進められていることである。改訂版ではこの3点を書き加えた。
それ以外の大きな追加項目は10章の増粘剤用樹脂である。増粘剤は塗膜に必要な樹

脂ではないが、コーティング用水性樹脂ガイドブックである以上水性塗料には必ず必
要な増粘剤も含むべきだと考えて付け加えることにした。増粘効果は増粘剤単独で起
こるものではなく樹脂や界面活性剤とも密接に関係しており、そのメカニズム解明も
ナノ技術進歩のたまものである。
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